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内水面研究部 資源生態研究室 

背景・目的 背背景景・・目目的的  

1. ブルーギルLepomis macrochirus による在来種への悪影響が推測されている。 

2. ブルーギルによる在来種への影響は、餌をめぐる潜在的な競争や捕食によることから、ブルー

ギルの摂餌生態の解明が求められている。 

3. ブルーギルの主たる餌料であることの多い動物プランクトンは多くの魚類や仔稚魚の初期餌料

でもある。したがって、ブルーギルがどのような動物プランクトンを選択的に摂餌するかを明らか

にする必要があ

る。 

成  果 成成    果果  

1. 二つのため池に

生息するブルー

ギルでは動物プラ

ンクトンが重要な

餌料の一つとなっていた。 

2. 日和見的な摂餌生態を持つと考えられているブルーギルは、動物プランクトンに関してはサイズ

選択的に大型の動物プランクトンを摂餌する。 

波及効果 波波及及効効果果  

1. 動物プランクトンを摂餌する在来魚やその仔稚魚の保護に当たり、外来魚ブルーギルの悪影響

を評価できるようになる。 
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